
（1）３×３の正方形がある。その１すみのマス
目がかけてしまった。しかし上手に裁ち切りつ
なぐとひとまわり小さい正方形がつくれるとい
う。その裁ち切り方はマス目の端点か交点だけ
を通る裁ち切り方で，切り取った部分は３片に
なる。具体的な裁ち切り方を発見せよ。
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（2）正方形8個からなる図1の多角形𝑃において，
線分ABの長さが10㎝のとき，多角形𝑃の面積を
求めよ。ただし，直角三角形に対する三平方の
定理を用いてはならない。
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図1

正方形12個からなる右図のような図形を二つの
合同な図形に分割せよ。また，分割した二つの
図形が合同であることを説明せよ。

注：ここでいう二つの図形が合同であるとは，一方の図
形を動かして，他方の図形にぴったり重ね合わせること
ができることをいう。
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次の（1）から（4）の文字列は，それぞれもとの文章を同じ規則にしたがって暗
号化したものである。もとの文章は何か答えよ。また，共通する暗号化の規則性
は何か推理せよ。

（1）すがうく

（2）ムイオラス

（3）うへこみいう

（4）るとらさだごべふさむでさんたた

右図のような面積が２の凧形を，面積が等しい二
つの図形に裁断する。ただし裁断するときの切り
口の長さ（裁断長）はなるべく短くしたい。どの
ように裁断するか？裁断する線を図示し，そのと
きの裁断長の値を求めよ。
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60°

4 裁断長の短さを競う問題です。

三平方の定理：直角三角形の斜辺の長さを 𝑐とし，他の2辺の長さを 𝑎, 𝑏とするとき，
c2 = 𝑎2 + 𝑏2が成り立つ。

※必要ならば以下のことを使ってよい。

ヘロンの公式：3辺の長さが𝑎, 𝑏, 𝑐である三角形の面積𝑆は

𝑆 = 𝑠 𝑠 − 𝑎 𝑠 − 𝑏 𝑠 − 𝑐

ただし，𝑠 =
𝑎+𝑏+𝑐
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